
（福島県）

《
み
ち
の
く
の
玄
関
口
》か
ら
東
京
と
東
北
を
つ
な
ぐ
ま
ち
へ

歴
史
文
化
と
先
端
産
業
が
融
合
す
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

大
震
災
か
ら
９
年
目
を
迎
え
て

　

取
材
の
た
め
白
河
市
入
り
し
た
の
は
、
令
和
２
年

３
月
11
日（
市
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
翌
12
日
）の

午
後
。
図
ら
ず
も
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
９
年
の
当

日
だ
っ
た
。

　

例
年
な
ら
震
災
復
興
関
連
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
る
日
で
も
あ
る
が
、
レ
ト
ロ
な
木
造
駅
舎（
Ｊ

Ｒ
白
河
駅
・
大
正
10
年
築
）
を
出
て
す
ぐ
右
側
に
整

備
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
も
、
隣
接
す
る
市
立
図

書
館（
り
ぶ
ら
ん
）や
白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス
周

辺
に
も
、
あ
ま
り
人
の
姿
が
な
い
。

　
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
は
も
と
も
と
、
名
城
・
小こ
み
ね峰
城
の
城

内
だ
っ
た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
ホ
ー
ム

か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
駅
周
辺
か
ら
は
ほ
ぼ
ど
こ
か
ら

で
も
、
平
成
３
年
に
再
建
さ
れ
た
白
亜
の
三
さ
ん
じ
ゅ
う
や
ぐ
ら

重
櫓（
天

守
に
相
当
）や
長
大
な
石
垣
な
ど
が
一
望
で
き
る
。

　

こ
の
白
河
駅
と
小
峰
城
お
よ
び
小
峰
城
歴
史
館
、

駅
に
隣
接
す
る
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
り
ぶ
ら
ん
、
コ
ミ

ネ
ス
、
さ
ら
に
姉
妹
都
市
・
コ
ン
ピ
エ
ー
ニ
ュ
市（
フ

ラ
ン
ス
）
と
の
交
流
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
コ
ン
ピ

エ
ー
ニ
ュ
広
場
な
ど
を
結
ぶ
回
遊
散
策
コ
ー
ス
は

《
新
し
い
文
化
の
回
廊
》と
し
て
、
観
光
客
に
人
気
の

エ
リ
ア
だ
。
白
河
市
が
展
開
す
る
「
歴
史
ま
ち
づ
く

り
」
の
核
の
一
つ
、
旧
城
下
町
の
構
造
と
景
観
を
色

濃
く
残
す
オ
ー
ル
ド
タ
ウ
ン（
中
心
市
街
地
）と
は
対

を
成
す
存
在
で
あ
り
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
ど
ち
ら

に
も
多
く
の
人
出
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
震
災
復
興
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
メ
イ

ン
会
場
と
な
る
エ
リ
ア
で
も
あ
り
、
毎
年
３
月
11
日

に
は
か
な
り
の
数
の
参
加
者
が
市
内
外
か
ら
詰
め
掛

け
る
。
と
こ
ろ
が
昼
下
が
り
の
白
河
駅
周
辺
に
は
、

う
ら
ら
か
な
日
差
し
と
と
も
に
、
静
か
な
風
景
が
広

が
っ
て
い
た
。

　
「
本
来
な
ら
コ
ミ
ネ
ス
で
は
昨
日（
３
月
11
日
）、『
第

23
回
し
ら
か
わ
音
楽
の
祭
典
・
第
８
回
震
災
復
興
音

楽
祭
』
が
開
か
れ
、
同
時
に
隣
接
す
る
り
ぶ
ら
ん
駐

車
場
を
会
場
に
、
福
島
県
の
７
カ
所
で
灯あ
か

り
を
と
も

す『
３
・
11
ふ
く
し
ま
追
悼
復
興
祈
念
行
事
・
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
』
も
開
催
さ
れ

る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、
イ
ベ

ン
ト
は
軒
並
み

中
止
と
な
り
、
施

設
も
休
館
中
で
す
。

　

震
災
の
翌
年
か
ら
続
け
て
き
た
行
事
な
の
で
、

私
た
ち
と
し
て
も
大
変
残
念
で
す
。
し
か
し
、
感

染
の
拡
大
防
止
を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

と
安
全
を
守
る
た
め
、
致
し
方
な
い
こ
と
と
割
り

切
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

市 政 ル ポ 白
し ら か わ

河市

鈴
すずき

木和
かず お

夫
白河市長
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そ
う
淡
々
と
語
る
鈴
木
和
夫
白
河
市
長
が
就
任
し

た
の
は
平
成
19
年
７
月
。
旧
白
河
市
と
表
お
も
て
ご
う郷
村
・

大た
い
し
ん信
村
・
東

ひ
が
し

村
と
の
合
併（
平
成
17
年
）か
ら
２
年
目

に
、
成
井
英
夫
前
市
長
の
逝
去
を
受
け
急
き
ょ
出
馬

し
、
初
当
選
し
た
。
現
在
４
期
１
年
目
だ
が
、
鈴
木

市
長
は
行
財
政
改
革
を
基
盤
に
精
力
的
な
市
政
運
営

を
進
め
て
い
た
１
期
最
終
年
に
、
東
日
本
大
震
災
に

遭
遇
し
た
。

　

以
来
、
白
河
市
の
震
災
復
興
事
業
を
け
ん
引
。
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う
数
々
の
事
後

処
理
に
も
、
絶
え
ず
直
面
し
て
き
た
。

　

大
震
災
か
ら
９
年
が
経
っ
た
、
今
年
３
月
11
日
現

在
の
復
興
庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
震
災
後
の
「
避
難
者

の
状
況
（
現
況
）」
に
よ
る
と
、
現
在
も
約
４
万
７
千

人
が
、
全
国
９
７
２
の
市
区
町
村
に
在
住
し
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
４
万
人
強

が
福
島
県
民
で
、
今
も
３
万
人
以
上
が
県
外
で
暮
ら

し
つ
つ
、
帰
郷
の
日
を
待
ち
わ
び
て
い
る
。

　

こ
の
事
実
一
つ
を
取
っ
て
み
た
だ
け
で
も
、
東
北

地
方
の
中
で
も
と
り
わ
け
福
島
県
の
復
興
は
、
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
い
と
い
え
る
。

　
「
白
河
市
は
、
津
波
被
害
の
あ
っ
た
沿
岸
部
を
除

け
ば
、
内
陸
部
で
最
大
の
15
人
も
の
尊
い
命
が
犠
牲

と
な
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

東
北
以
外
の
地
域
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
15
人
の
う
ち
13
人
は
、
葉
ノ
木
平
地
区
で
起
き

た
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
に
よ
る
犠
牲
者
で
し
た
」（
鈴

木
市
長
）

　

白
河
市
は
福
島
県
内
で
最
大
の
震
度
６
強
を
観

測
。
白
河
駅
に
近
い
葉
ノ
木
平
地
区
で
は
延
長
約

１
３
０
ｍ
、
幅
１
２
０
ｍ
に
わ
た
る
山
崩
れ
が
発
生

し
、
10
軒
の
住
宅
が
瞬
く
間
に
土
砂
に
埋
も
れ
た
。

土
砂
災
害
に
よ
る
人
的
被
害
と
し
て
は
東
北
地
方
で

も
最
大
だ
。
さ
ら
に
３
０
０
０
棟
を
超
え
る
建
物
の

全
・
半
壊
、
水
道
の
17
日
間
断
水
、
国
道
２
８
９
号

な
ど
幹
線
道
路
の
寸
断
に
よ
る
通
行
止
め
に
加
え
、

福
島
第
一
原
発
事
故
に
付
随
す
る
風
評
被
害
に
も
悩

ま
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
震
災
発
生
か
ら
９
カ
月
後
、
平
成
23
年
12

月
に
策
定
さ
れ
た「
白
河
市
震
災
復
興
計
画
」に
基
づ

き
、
復
興
事
業
が
総
合
的
か
つ
多
角
的
に
、
推
進
さ

れ
て
き
た
。

創
造
的
産
業
振
興
を
力
強
く
推
進

　
「
中
で
も
『
緊
急
重
点
事
項
』
と
し
て
積
極
的
に
推

白河市

福島市

日本100名城にも選出された小峰城の三重櫓は外国人旅行者にも大人気

大正4年築の白河ハリストス正教会聖堂（県指定重要文化財）は旧城下町の
中心部に所在
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進
し
て
き
た
取
り
組
み
は
、《
原
子
力
災
害
へ
の
対

応
》《
被
災
者
の
生
活
支
援
》《
社
会
生
活
基
盤
の
確

保
》
の
３
点
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
お
お
む

ね
順
調
に
進
み
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

被
災
か
ら
の
本
当
の
意
味
で
の
復
興
に
は
、
こ
う
し

た
緊
急
か
つ
優
先
的
に
行
う
べ
き
重
点
施
策
（
復
旧

事
業
）の
実
施
に
加
え
、
そ
の
先
の
未
来（
新
た
な
飛

躍
）を
見
据
え
た
、
成
長
戦
略
と
し
て
の『
創
造
的
復

興
』に
向
け
た
取
り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
に
は
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創

出
、
子
育
て
支
援
の
推
進
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
強

化
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
）
と
高
齢
者
の
元
気
づ
く

り
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
醸
成
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
歴
史
と
文
化
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く

り
、
災
害
に
強
い
道
路
網
の
整
備
な
ど
で
す
」（
鈴
木

市
長
）

　

創
造
的
復
興
の
う
ち
、
地
域
振
興
に
不
可
欠
な

「
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
」に
つ
い
て
言

え
ば
、
白
河
市
は
震
災
前
か
ら
首
都
圏
に
隣
接
す
る

企
業
立
地
の
好
適
地
と
し
て
、
各
方
面
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
た
。

　

例
え
ば
白
河
市
は
古
代
か
ら
、
歌
枕
と
し
て
著
名

な「
白
河
の
関
」の
存
在
も
あ
っ
て「
み
ち
の
く
の
玄

関
口
」
と
い
う
形
容
が
長
く
定
着
し
て
き
た
。
そ
れ

は
、
白
河
の
関
が
東
北
と
関
東
の
間
に
あ
る
関
所

だ
っ
た
か
ら
だ
が
、
現
代
の
地
理
感
覚
か
ら
す
る

と
、
白
河
市
は
東
京（
首
都
圏
）と
仙
台
市
を
中
心
と

す
る
東
北
地
方
を
結
ぶ
結
節
点
と
い
う
形
容
の
方
が

し
っ
く
り
く
る
。

　

ま
た
、
東
北
新
幹
線
・
新
白
河
駅
、
東
北
本
線
・

白
河
駅
、
東
北
自
動
車
道
・
白
河
Ｉ
Ｃ
、
白
河
中
央

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
西
郷
Ｂ
Ｓ
の
存
在
が
象
徴
す
る
交

通
の
要
衝
ぶ
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
震
災
前
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
た
白
河
市
へ
の
企
業
立
地
は
、
震
災
後

も
順
調
に
推
移
し
て
き
た
。

　
「
ま
だ
東
北
全
体
が
先
行
き
の
見
え
な
い
不
透
明

感
に
覆
わ
れ
て
い
た
平
成
23
年
９
月
、
震
災
前
か
ら

白
河
市
内
の
工
業
団
地
「
工
業
の
森
・
新
白
河
」へ
の

進
出
が
決
ま
っ
て
い
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

大
手
・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の『
白
河
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
』

建
設
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
第
１
期
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
思
え
ば
あ
れ
が
創
造
的
復
興
の
幕
開
け

と
な
り
、
市
民
に
も
行
政
に
も
、
大
き
な
勇
気
を
与

え
て
く
れ
る
事
例
と
な
り
ま
し
た
」（
鈴
木
市
長
）

古代から白河の名を全国に知らしめてきた「白河の関」

産業支援センター内にあるインキュベートルーム

白河文化交流館コミネスの大ホール
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白河市　市 政 ル ポ

（福島県）

　

白
河
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
は
約
４
万
５
千
㎡

と
広
大
だ
っ
た
が
、
延
べ
床
面
積
約
６
千
㎡
の
１
号

棟
・
２
号
棟
が
、
起
工
式
の
翌
年
、
翌
々
年
に
相
次

い
で
完
成
。
さ
ら
に
３
号
棟
建
設
を
挟
ん
で
平
成
28

年
に
は
４
号
棟
ま
で
完
成
、
敷
地
も
約
６
万
７
千
㎡

に
拡
大
さ
れ
た
。
現
在
で
は
５
号
棟
（
１
万
１
千
㎡

強
）
も
完
成
し
て
お
り
、
東
日
本
最
大
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
「
そ
れ
を
皮
切
り
に
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
業
態
を

持
つ
企
業
の
進
出
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
昨
年
11
月

に
は
三
菱
ガ
ス
化
学
株
式
会
社
の
子
会
社
・
Ｍ
Ｇ
Ｃ

フ
ァ
ー
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
に
よ
る
国
内
最
大
の

《
野
菜
工
場
》が
完
成
し
ま
し
た
」（
鈴
木
市
長
）

　

三
菱
ガ
ス
化
学
は
平
成
24
年
に
ヤ
フ
ー
と
同
じ

「
工
業
の
森
・
新
白
河
」に
進
出
し
て
い
た
が
、
平
成

29
年
、
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な
製
造
・
研
究
開
発
拠
点

と
し
て
同
団
地
内
に
《
Ｑ
Ｏ
Ｌ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
白
河
》
を
建
設
。
グ
ル
ー
プ
会
社
・
Ｍ
Ｇ
Ｃ

フ
ァ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
野
菜
工
場
も
同
セ
ン
タ
ー

内
に
建
設
さ
れ
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ（
完
全
人
工
光
）活
用
の
野
菜
工
場
と
し
て

国
内
有
数
の
規
模
を
誇
る
。
１
日
当
た
り
２
・
６
ｔ

（
約
３
万
２
千
株
）の
リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
収
穫
が
可
能

な
同
工
場
は
、
地
元
雇
用
の
面
で
既
に
１
０
０
人
以

上
の
採
用
を
実
現
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
首
都
圏
と
東
北
地
方
を
結
ぶ
交
通
の
要

衝
と
い
う
白
河
市
の
地
の
利
に
注
目
す
る
企
業
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
は
、
引
き
続
き
盛
ん
だ
。

市
民
が
待
望
し
た
小
峰
城
の
石
垣
復
旧

　
「
工
業
団
地
を
中
心
に
相
次
ぐ
大
企
業
の
白
河
市

へ
の
進
出
は
、
雇
用
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
地
元
企

業
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
平
成
21
年
３
月
に
白
河
市
が
中
心
と
な
り
、
し
ら

か
わ
地
域（
白
河
市
、
西
白
河
郡
、
東
白
川
郡
）の
自

治
体
等
と
共
同
で
設
立
し
た《
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
》

を
窓
口
と
し
て
、
進
出
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

や
企
業
見
学
会
の
ほ
か
、
人
材
育
成
の
た
め
の
講
習

会
や
女
性
向
け
の
起
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
地

域
経
済
や
企
業
の
活
性
化
の
た
め
の
企
画
を
多
角
的

に
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
活
動
か
ら
刺
激
を

受
け
た
若
者
や
女
性
の
新
た
な
発
想
に
基
づ
く
起
業

へ
の
機
運
や
産
業
創
造
は
、
こ
れ
か
ら
の
白
河
市
や

定
住
自
立
圏
を
構
成
す
る『
し
ら
か
わ
地
域（
福
島
県

県
南
地
域
）』の
発
展
、
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

産
業
振
興
を
目
に
見
え
る
創
造
的
復
興
と
す
れ

ば
、
市
民
の
心
に
訴
求
す
る
無
形
の
力
を
持
つ
の

が
、
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
だ
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
被
害
は
、
本
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
小
峰
城
跡
に
も
及
び
ま
し
た
。
特
に
石
垣
は

10
カ
所
に
わ
た
っ
て
崩
落
し
、
そ
の
面
積
は

１
５
０
０
㎡
に
も
達
し
ま
し
た
が
、
市
長
に
な
っ
て

す
ぐ
に
文
化
財
指
定
の
準
備
を
進
め
、
平
成
22
年
８

月
に
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
幸
い

し
、
文
化
庁
の
全
面
的
な
支
援
の
下
、
平
成
23
年
12

月
か
ら
復
旧
事
業
を
開
始
、
約
８
年
を
経
て
、
平
成

31
年
春
に
よ
う
や
く
修
復
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

石
垣
の
崩
落
と
復
旧
に
至
る
過
程
で
は
、
市
民
の

小
峰
城
に
対
す
る
尊
崇
の
念
や
、
心
の
支
え
と
し
て

の
存
在
の
大
き
さ
に
改
め
て
思
い
を
致
し
ま
し
た
。

白
河
市
で
は
平
成
23
年
２
月
に
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
の
認
定
を
受
け
、
同
年
４
月
か
ら
歴
史
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
で
し
た
が
、

そ
の
矢
先
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
小
峰
城
の
石

垣
復
活
へ
の
着
手
が
、
結
果
的
に
事
業
の
出
発
点
の

一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
は
多
方

面
に
及
び
ま
し
た
が
、
市
民
の
思
い
を
一
つ
に
し

て
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
と
い
う
意
味
で
、
小

峰
城
の
石
垣
復
活
へ
の
歩
み
は
最
も
大
き
な
力
を
発

東日本大震災による崩落から復活した小峰城の石垣
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揮
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

小
峰
城
の
石
垣
が
震
災
で
崩
落
し
た
事
実
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
、
市
民
の
心
に
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。

駅
か
ら
も
見
え
る
小
峰
城
の
石
垣
は
日
常
的
風
景
。

江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
４
０
０
年
近
く
続
く
「
当
た

り
前
の
存
在
」で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
崩
落
し
て

初
め
て
、
失
わ
れ
た
モ
ノ
の
大
き
さ
に
気
付
か
さ
れ

た
。
さ
ら
に
復
活
し
て
い
く
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
見

守
っ
た
こ
と
で
、
愛
着
が
改
め
て
強
ま
っ
た
と
い
う

市
民
の
声
が
、
市
役
所
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
小
峰
城
の
石
垣
の
復
旧
工
事
に
は
、
崩
落
し

た
石
の
一
つ
一
つ
に
番
号
を
割
り
振
り
、
文
化
財
調

査
を
実
施
し
た
後
に「
石
材
カ
ル
テ
」を
作
成
。
崩
落

前
の
写
真
を
参
考
に
、
元
の
場
所
に
戻
す
な
ど
伝
統

工
法
を
採
用
し
、
文
化
財
石
垣
と
し
て
、
以
前
と
変

わ
ら
ぬ
姿
に
復
旧
し
た
の
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
ほ
ぼ
５

年
後
の
平
成
28
年
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

で
崩
落
し
た
、
熊
本
城
の
石
垣
の
修
復
に
も
参
考
と

さ
れ
た
。
震
災
に
よ
り
、
人
命
を
含
め
多
く
の
大
切

な
モ
ノ
・
コ
ト
を
失
っ
た
市
民
の
喪
失
感
を
少
し
で

も
埋
め
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
験
が
他
の
地

域
の
復
興
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
小

峰
城
の
石
垣
の
復
旧
も
ま
た
、
白
河
市
の
《
創
造
的

復
興
》の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

創
造
的
復
興
後
の
未
来
の
カ
タ
チ

　
「
ま
た
昨
年
10
月
に
は
、
福
島
県
内
だ
け
で
32
人

も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
台
風
19
号
が
あ
り
ま
し
た
。

白
河
市
で
も
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
建
物
の
全

半
壊
66
棟
、
床
上
・
床
下
浸
水
74
棟
、
道
路
は

１
７
８
カ
所
で
寸
断
、
河
川
は
１
５
６
カ
所
で
決
壊

な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
被
害
か
ら

の
復
旧
も
ま
だ
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
震
災
や
豪

雨
被
害
な
ど
に
遭
う
た
び
に
改
め
て
思
う
の
は
、
白

河
市
の
偉
大
な
先
達
者
で
あ
る
松
平
定
信
公
が
残
さ

れ
た
教
え
で
す
。

　

松
平
定
信
公
は
陸
奥
白
河
藩
主
の
地
位
に
あ
っ
た

と
き
に
、
幕
府
老
中
と
し
て『
寛
政
の
改
革
』を
断
行

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
あ
ま
り
に
も
厳
し
い

倹
約
主
義
が
庶
民
の
反
感
を
買
っ
た
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
幕
府
の
財
政
の
立
て
直
し
を
実
現
し
た

だ
け
で
な
く
、
定
信
公
が
江
戸
で
始
め
た
七
分
積
金

（
緊
急
時
の
た
め
の
積
立
金
）は
、
明
治
維
新
の
段
階

で
巨
額
に
達
し
て
お
り
、
東
京
の
近
代
化
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
財
政
手
法
は
皆
、
陸
奥
白
河
藩
主
と
し
て
行
っ

た
財
政
改
革
の
手
法
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
天
明
の
大
飢き
き
ん饉

の
際
に
は
、

東
北
地
方
の
諸
藩
が
数
万
人
規
模
の
餓
死
者
を
出
し

た
の
に
、
白
河
藩
領
か
ら
は
一
人
の
餓
死
者
も
出
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
定
信
公
が
飢
饉
に
直
面
し
て
対

策
を
行
っ
た
賜
物
で
し
た
。
寛
政
の
改
革
で
は
、
そ

の
経
験
を
大
量
の
囲
米
（
備
蓄
米
）
と
七
分
積
金
を

セ
ッ
ト
で
行
う
と
い
う
形
で
活
か
し
、
そ
の
後
に
起

き
た
天
保
の
飢き
き
ん饉
で
は
、
被
害
を
大
き
く
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
定
信
公
は
こ
の
よ
う
に
常
に
緊

急
時
へ
の
備
え
を
怠
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
身
分

制
度
の
厳
し
い
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
《
士
民
共
楽
》
と

い
う
理
念
を
掲
げ
、
身
分
の
差
を
超
え
て
人
を
慈
し

む
仁
政
を
行
っ
た
の
で
す
」（
鈴
木
市
長
）

南湖神社（祭神・松平定信）の入口に鎮座する松平定信像

多くの来訪者に親しまれる、国指定史跡・名勝「南湖公園」
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白河市　市 政 ル ポ

（福島県）

　

白
河
市
の
観
光
名
所
・
南
湖
公
園
は
、
武
士
と
庶

民
が
共
に
楽
し
む（
士
民
共
楽
）と
い
う
松
平
定
信
の

理
念
の
下
、
水
利
開
発
と
貧
困
者
救
済
（
貧
困
者
が

工
事
に
従
事
）
な
ど
、
多
く
の
目
的
を
兼
ね
て
築
造

さ
れ
今
に
至
る
、
美
し
い
自
然
公
園
だ
。
定
信
の
非

常
時
対
策
・
貧
困
者
救
済
の
思
想
を
基
盤
に
蓄
え
ら

れ
た
七
分
積
金
は
、
明
治
時
代
初
期
に
東
京
府
で
実

現
し
た
、
近
代
最
初
の
貧
困
者
救
済
用
社
会
福
祉
施

設
・
養
育
院（
現
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
）

の
設
置
に
も
役
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
運
営
に
力
を
尽

く
し
た
の
は
、
定
信
の
七
分
積
金
制
度
な
ど
に
感
銘

を
受
け
、
終
生
敬
愛
し
た
渋
沢
栄
一
だ
っ
た
。

　

倹
約
と
い
う
措
置
が
単
な
る
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
た

め
の
事
業
で
な
く
、
多
様
な
利
益
、
人
々
の
幸
せ
に

つ
な
が
る
仕
組
み
の《
元
手
》を
つ
く
る
た
め
の
事
業

と
発
想
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
定
信
の
先
見
性
、

事
業
の
普
遍
性
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
ま
さ
に

《
創
造
的
復
興
》の
基
盤
を
成
す
理
念
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
今
、
白
河
市
に
お
い
て
は
、
創
造
的
復
興

か
ら
派
生
し
、
未
来
の
カ
タ
チ
を
指
し
示
す
よ
う
な

《
芽
》が
次
々
と
出
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
国
道
２
９
４
号
白
河
バ

イ
パ
ス
（
以
下
、
白
河
バ
イ
パ
ス
）
の
整
備
事
業
だ
。

白
河
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
は
、
城
下
町
特
有
の
折
れ

曲
が
り
の
多
い
市
内
道
路
網
、
阿
武
隈
川
を
挟
み
並

行
す
る
形
で
延
び
る
東
北
自
動
車
道
、
国
道
２
９
４

号
お
よ
び
２
８
９
号
な
ど
に
縦
軸
を
通
し
、
一
気
に

最
短
距
離
で
結
ぶ
計
画
だ
。
そ
の
効
果
は
「
中
心
市

街
地
の
活
性
化
や
交
通
の
利
便
性
、
防
災
機
能
の
向

上
、
物
流
の
効
率
化
、
安
全
な
歩
行
空
間
の
確
保
な

ど
多
方
面
に
わ
た
り
、
県
南
地
域
で
は
現
在
最
も
重

要
視
さ
れ
て
い
る
バ
イ
パ
ス
計
画
（
数
年
後
の
供
用

開
始
）」（
鈴
木
市
長
）で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
い
わ
ゆ
る
奥
州
街
道
は
、
江
戸
か
ら

白
河
を
経
て
、
仙
台
・
青
森
方
面
へ
続
く
当
時
の
国

道
だ
っ
た
。
福
島
県
内
で
は
現
在
の
国
道
４
号
に
当

た
る
が
、
東
北
自
動
車
道
も
並
行
し
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
国
道
２
９
４
号
は
、
白
河
か
ら
分
岐
す
る
脇

街
道
（
バ
イ
パ
ス
）・
旧
白
河
街
道
（
白
河
〜
会
津
若

松
）
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
に
も
共
通

す
る
の
は
、
東
北
や
越
後
方
面
と
江
戸
を
結
ぶ
大
名

の
参
勤
交
代
や
物
流
、
旅
人
の
往
来
な
ど
に
盛
ん
に

利
用
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　

白
河
バ
イ
パ
ス
は
そ
う
し
た
歴
史
の
積
み
重
ね
の

上
に
新
た
に
計
画
さ
れ
た
。
同
時
に
白
河
市
を
創
造

的
復
興
か
ら
次
の
ス
テ
ー
ジ
、
新
た
な
未
来
地
図
を

描
く
た
め
に
通
さ
れ
る
、
画
期
的
な
「
現
代
の
ス
ー

パ
ー
脇
街
道
」と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

白
河
市
の
さ
ら
な
る
創
造
的
復
興
の
成
果
と
、
そ

の
先
の
新
た
な
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

令
和
２
年
３
月
12
日
）白河市を貫流する大河・阿武隈川

今年5月11日から交付開始され好評の図柄入り白河ナンバー

国道294号白河バイパスのトンネル工事現場（南湖裏）
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